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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期

第１四半期累計期間
第13期

第１四半期累計期間
第12期

会計期間
自平成24年３月１日
至平成24年５月31日

自平成25年３月１日
至平成25年５月31日

自平成24年３月１日
至平成25年２月28日

売上高（千円） 308,906     407,972     1,380,470

経常利益（千円） 48,499     79,328     273,875

四半期（当期）純利益（千円） 28,262   48,462     159,484

持分法を適用した場合の投資利益（千円） －     －     －

資本金（千円） 72,300     74,985     73,771

発行済株式総数（株） 630,000     2,559,000    2,541,400

純資産額（千円） 430,729     571,298     553,442

総資産額（千円） 594,502     1,072,109    1,104,787

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 12.14     19.01     64.31

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
11.98     18.72     62.89

１株当たり配当額（円） －     －     33

自己資本比率（％） 72.5     53.2     50.0

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
41,350     22,885     168,200

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△636     －     △8,342

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
47,383     △51,753     308,885

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
368,338     720,117     748,985

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．平成25年２月９日付で普通株式１株につき４株の株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当該株式分

割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額を算定しております。

５．第12期の１株当たり配当額に含まれている１株当たり中間配当額（20円）は、平成25年２月９日付で行った

株式分割前の実際の１株当たり中間配当額であります。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

（1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策、金融政策を背景に、円安傾向による輸出環境

の改善など経済の先行きに明るい兆しが見られたものの、新興国の経済成長の鈍化等による景気の下振れリスクが

存在するなど依然として先行きは不透明な状況で推移しております。

一方、当社の主要な販売形態であるＥコマース（電子商取引）業界におきましては、総務省が発表した「平成24

年通信利用動向調査の結果」によると、スマートフォン、タブレット端末によるインターネットの利用が倍増して

おり、これらを背景にＥコマース市場は一層拡大しております。

このような情勢の中、当社は業容の拡大と収益力の強化を図るために、重要課題である新規顧客の獲得と定期購

入会員数の拡大に注力いたしました。新規顧客の獲得に向けた取り組みとしましては、例えば、当社の主力商品であ

る「カイテキオリゴ」のイメージキャラクターとして、女性からの支持が高いプロゴルファー・タレントの東尾理

子さんとイメージキャラクター契約を締結し、同世代の女性をはじめとする新規顧客の獲得に大きく寄与いたしま

した。また、定期購入制度に関する各種キャンペーンを実施し、定期購入会員数の底上げを図りました。さらに、

Facebook・Twitterなどソーシャルメディアを活用したプロモーション活動の展開、急速に普及が進んでいるス

マートフォン・タブレット端末の利用者の利便性の向上を図ることなどにより、平成25年５月末時点で定期購入会

員数が初めて50,000名を突破いたしました。

こうした経営環境の下、当社の主力商品である「カイテキオリゴ」と、第２の柱である「みんなの肌潤糖」の売

上高はそれぞれ順調に推移しております。また、「みんなの肌潤糖　クリア」が発売から約半年で新たな収益の柱へ

と急成長いたしました。さらに、平成25年４月より新商品「えぞ式すーすー茶」の発売を開始し、こちらも順調に推

移しております。

　

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は407,972千円（前年同期比32.1％増）となりました。また、営業利

益は75,489千円（前年同期比28.4％増）、経常利益は79,328千円（前年同期比63.6％増）、四半期純利益は48,462

千円（前年同期比71.5％増）となりました。

　

（2）財政状態の分析

①　資産

当第１四半期会計期間末における資産合計は1,072,109千円となり、前事業年度末に比べ32,678千円減少いたし

ました。これは主に売掛金が7,564千円増加した一方で、現金及び預金が28,868千円、たな卸資産が12,981千円減少

したこと等によるものであります。

②　負債

当第１四半期会計期間末における負債合計は500,811千円となり、前事業年度末に比べ50,533千円減少いたしま

した。これは主に未払法人税等が70,125千円、１年内返済予定の長期借入金が8,415千円、長期借入金が16,830千円

減少した一方で、未払金が35,449千円、買掛金が10,254千円増加したこと等によるものであります。

③　純資産

当第１四半期会計期間末における純資産合計は571,298千円となり、前事業年度末に比べ17,855千円増加いたし

ました。これは主に四半期純利益の計上により利益剰余金が48,262千円増加した一方で、剰余金の配当により利益

剰余金が33,035千円減少したこと等によるものであります。
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ28,868千

円減少し、720,117千円となりました。

当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期累計期間において営業活動の結果増加した資金は、22,885千円（前年同四半期比18,465千円の減

少）となりました。この主な要因は、税引前四半期純利益79,268千円、たな卸資産の減少12,981千円、仕入債務の増

加10,254千円、未払金の増加31,351千円が生じた一方で、売上債権の増加7,564千円、法人税等の支払額94,139千円

が生じたこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期累計期間において投資活動の結果増減した資金はありませんでした（前年同期は636千円の減

少）。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期累計期間において財務活動の結果減少した資金は、51,753千円（前年同期は47,383千円の増加）と

なりました。この主な要因は、配当金の支払額28,937千円及び長期借入金の返済による支出25,245千円が生じたこ

と等によるものであります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

　 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年７月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式     2,559,000     2,559,000札幌証券取引所　

 完全議決権株式で

あり、株主としての

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。

　また、１単元の株式

数は100株となって

おります。　

計     2,559,000     2,559,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年７月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。　

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年３月１日～

 平成25年５月31日

（注）　

17,6002,559,0001,214 74,985 1,214 54,985

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】

　 　 　 平成25年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　    　200 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式  2,541,200     25,412 －

単元未満株式  － － －

発行済株式総数  　　　　　2,541,400 － －

総株主の議決権 －     25,412 －

（注）当第１四半期会計期間において、新株予約権の行使による株式の発行（17,600株）により、当第１四半期会計期

間末日現在の発行済株式総数は、2,559,000株となっております。

 

②【自己株式等】

平成25年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社北の達人コーポ

レーション

札幌市北区北七条西一丁目

１番地２
200 － 200 0.01

計 － 200 － 200 0.01

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年３月１日から平成25年

５月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年３月１日から平成25年５月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、清明監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 748,985 720,117

売掛金 84,846 92,410

製品 136,109 133,896

仕掛品 17,616 －

原材料及び貯蔵品 72,223 79,071

繰延税金資産 16,186 9,171

その他 6,606 15,296

貸倒引当金 △1,177 △908

流動資産合計 1,081,395 1,049,054

固定資産

有形固定資産 6,375 6,004

無形固定資産 3,985 3,796

投資その他の資産 13,029 13,253

固定資産合計 23,391 23,054

資産合計 1,104,787 1,072,109

負債の部

流動負債

買掛金 18,466 28,720

未払金 38,408 73,858

1年内返済予定の長期借入金 100,980 92,565

未払法人税等 94,139 24,014

未払消費税等 13,593 9,151

前受金 84,934 90,832

販売促進引当金 18,049 14,009

その他 6,140 7,855

流動負債合計 374,712 341,009

固定負債

長期借入金 176,632 159,802

固定負債合計 176,632 159,802

負債合計 551,344 500,811

純資産の部

株主資本

資本金 73,771 74,985

資本剰余金 53,771 54,985

利益剰余金 424,745 440,171

自己株式 △77 △77

株主資本合計 552,210 570,066

新株予約権 1,232 1,232

純資産合計 553,442 571,298

負債純資産合計 1,104,787 1,072,109
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

売上高 308,906 407,972

売上原価 72,949 111,266

売上総利益 235,957 296,706

販売費及び一般管理費 177,161 221,217

営業利益 58,796 75,489

営業外収益

受取決済手数料 566 －

販売促進引当金戻入額 － 4,040

その他 22 236

営業外収益合計 588 4,276

営業外費用

支払利息 － 438

株式交付費 2,194 －

株式公開費用 8,684 －

その他 5 －

営業外費用合計 10,884 438

経常利益 48,499 79,328

特別損失

固定資産除却損 － 59

特別損失合計 － 59

税引前四半期純利益 48,499 79,268

法人税、住民税及び事業税 18,233 24,014

法人税等調整額 2,003 6,791

法人税等合計 20,237 30,806

四半期純利益 28,262 48,462
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 48,499 79,268

減価償却費 511 500

貸倒引当金の増減額（△は減少） 566 △268

販売促進引当金の増減額（△は減少） 741 △4,040

固定資産除却損 － 59

支払利息 － 438

株式交付費 2,194 －

株式公開費用 8,684 －

売上債権の増減額（△は増加） △14,519 △7,564

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,785 12,981

その他の資産の増減額（△は増加） 4,174 △8,689

仕入債務の増減額（△は減少） 2,373 10,254

未払金の増減額（△は減少） 20,806 31,351

前受金の増減額（△は減少） 13,620 5,897

その他の負債の増減額（△は減少） 1,932 △2,725

小計 84,801 117,463

利息の支払額 － △438

法人税等の支払額 △43,450 △94,139

営業活動によるキャッシュ・フロー 41,350 22,885

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △636 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △636 －

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 － △25,245

株式の発行による収入 48,978 －

ストックオプションの行使による収入 － 2,428

配当金の支払額 － △28,937

株式公開費用の支出 △1,595 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 47,383 △51,753

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 88,097 △28,868

現金及び現金同等物の期首残高 280,241 748,985

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 368,338

※
 720,117
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成25年３月１日以降に取得した有形固定資産に

　ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　　なお、これによる損益に与える影響はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

　

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。 

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期累計期間
（自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日）

現金及び預金勘定 368,338千円     720,117千円

現金及び現金同等物 368,338     720,117
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（株主資本等関係）

前第１四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

１. 配当金支払額

該当事項はありません。

　

２. 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

　

３. 株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成24年５月29日に札幌証券取引所アンビシャス市場に上場いたしました。上場にあたり、平成24年

５月28日付で公募増資の払い込みを受け、資本金及び資本準備金がそれぞれ25,300千円増加しております。

この結果、当第１四半期会計期間末において資本金が72,300千円、資本剰余金が52,300千円となっておりま

す。

　

当第１四半期累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日）

１. 配当金支払額

決議　 株式の種類　
配当金の総額

（千円）　

１株当たり

配当額

（円）　

基準日　 効力発生日　 配当の原資　

平成25年５月29日

定時株主総会
普通株式　 33,035　 　　13 平成25年２月28日平成25年５月30日利益剰余金　

　

２. 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

　

３. 株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

　

　

（持分法損益等）

　　　　該当事項はありません。　

　

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平成

25年３月１日　至　平成25年５月31日）

当社は、Ｅコマース事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年５月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 12円14銭     19円01銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 28,262     48,462

普通株主に帰属しない金額（千円） －     －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 28,262     48,462

普通株式の期中平均株式数（株） 2,328,695     2,549,930

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 11円98銭     18円72銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） －     －

普通株式増加数（株） 30,343     39,178

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－　　　

　　　

－　　　

　　　

 （注）当社は、平成25年２月９日付で普通株式１株につき４株の株式分割を行っております。そのため、前事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額を算定しております。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成25年７月12日

株式会社北の達人コーポレーション

取締役会　御中
 

清明監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 島貫　幸治　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　貴之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社北の達人

コーポレーションの平成25年３月１日から平成26年２月28日までの第13期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年３

月１日から平成25年５月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年３月１日から平成25年５月31日まで）に係る四

半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社北の達人コーポレーションの平成25年５月31日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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